
【
問
】
現
牛
滝
温
泉
や
す
ら
ぎ
荘
に
つ
い
て
、
市
は
新
事
業

者
に
建
物
を
無
償
譲
渡
、
土
地
を
無
償
貸
与
す
る
手
法
で
の

再
生
を
目
指
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
基
に
な
る
計
画
は
、

収
支
試
算
が
不
正
確
で
、
手
法
に
法
的
問
題
も
あ
り
、
修
正

を
求
め
る
。
ま
た
、
現
指
定
管
理
者
と
の
契
約
期
間
は
本
年

３
月
末
ま
で
で
あ
る
が
、
営
業
終
了
日
が
指
定
管
理
者
の
任

意
で
あ
る
点
は
問
題
で
あ
る
。
今
後
の
対
応
を
聞
き
た
い
。

【
答
】
よ
り
精
度
を
高
め
る
た
め
、
改
め
て
収
支
試
算
を
し

て
い
き
た
い
。
ま
た
今
後
は
、
指
定
管
理
者
と
協
議

し
な
が
ら
引
き
継
ぎ
に
か
か
る
休
業
期
間
を
短
く
改

善
で
き
る
か
な
ど
を
十
分
に
検
討
し
て
い
く
。
加
え

て
、
事
業
破
綻
し
た
際
の
本
市
の
リ
ス
ク
を
低
減
で

き
る
よ
う
、
保
証
金
を
募
集
要
項
に
盛
り
込
み
た
い
。
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台
風
21
号
に
よ
る
被
災
後
、
３
カ
月
た
っ
て
も
な
お
爪
痕

が
残
っ
て
お
り
、
農
業
被
害
も
甚
大
で
あ
る
。
こ
の
災
害
を

通
し
て
経
験
し
た
こ
と
か
ら
、
市
民
も
行
政
も
教
訓
を
引
き

出
し
、
今
後
の
減
災
・
防
災
活
動
に
生
か
す
必
要
が
あ
り
、

今
も
困
難
を
抱
え
て
い
る
被
災
者
へ
の
支
援
が
求
め
ら
れ
る
。

災
害
対
応
の
総
括
、
課
題
、
今
後
の
改
善
に
向
け
た
取
り
組

み
の
う
ち
、
自
助
・
共
助
・
公
助
の
役
割
分
担
と
連
携
の
あ

り
方
に
つ
い
て
、
ま
た
、
高
齢
者
・
障
害
者
な
ど
の
福
祉
避

難
所
の
設
置
に
つ
い
て
質
問
し
、
次
の
要
望
を
し
た
。

○
災
害
相
談
窓
口
を
設
置
し
、
情
報
提
供
を

○
危
険
な
空
き
家
の
早
急
な
対
策
を

○
住
宅
が
一
部
損
壊
し
た
被
災
者
に
対
し
て
も
市
独

　

自
の
支
援
施
策
の
創
設
を

【
問
】
２
０
２
５
年
万
博
の
大
阪
開
催
が
決
定
し
、
そ
の
経

済
効
果
は
約
２
兆
円
に
も
上
る
と
試
算
さ
れ
て
い
る
。
本
市

で
も
恩
恵
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
観
光
戦
略
の
中
で
も
万
博

へ
の
対
策
を
講
じ
、
世
界
中
の
人
々
が
訪
れ
る
都
市
と
な
る

よ
う
に
動
い
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
大
阪
万
博
対
策
準
備
室

な
ど
を
設
置
し
、
各
所
と
の
連
携
を
図
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

【
答
】
岸
和
田
城
を
含
め
た
豊
富
な

観
光
資
源
や
地
域
資
源
を
最
大
限
に

活
用
し
、
観
光
客
誘
致
を
図

れ
る
よ
う
、
市
長
自
ら
が
先

頭
に
立
っ
て
積
極
的
に
推
し

進
め
、
機
運
を
盛
り
上
げ
て

い
き
た
い
。

　

61
回
の
歴
史
が
あ
る
市
民
体
育
大
会
に
つ
い
て
、
平
成
29

年
度
は
年
２
回
開
催
さ
れ
、
24
競
技
で
１
万
６
１
０
０
人
余

り
の
参
加
者
が
あ
っ
た
と
の
こ
と
で
、
市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
参

加
の
機
運
が
高
ま
っ
て
い
る
。
競
技
ス
ポ
ー
ツ
の
み
な
ら
ず
、

全
世
代
の
体
力
向
上
を
目
標
に
、
市
民
が
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し

め
る
機
会
を
創
出
し
、「
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
ま
ち　

岸
和
田
」

の
発
信
を
！

　

台
風
21
号
に
よ
る
被
災
を
機
に
、
災
害
対
応
策
の
見
直
し

を
図
る
と
と
も
に
、
自
助
・
共
助
・
公
助
の
必
要
性

を
周
知
す
る
た
め
の
啓
発
活
動
を
継
続
的
に
行
う
な

ど
、
日
頃
か
ら
災
害
へ
の
対
策
を
強
化
し
、
市
民
の

安
心
・
安
全
に
向
け
た
取
り
組
み
を
！

【
問
】
大
阪
府
北
部
地
震
で
は
水
道
管
の
破
断
に
よ
り
、
広

範
囲
に
わ
た
る
断
水
の
ほ
か
、
交
通
網
の
寸
断
な
ど
の
二
次

被
害
が
発
生
し
た
。「
平
成
28
年
度
大
阪
府
の
水
道
の
現
況
」

に
よ
る
と
、
耐
震
性
の
低
い
水
道
管
の
割
合
を
示
す
脆ぜ

い
じ
ゃ
く

弱
管

率
が
府
内
平
均
10
・
２
％
で
あ
る
の
に
対
し
、
本
市
は
府
内

で
最
も
高
い
47
・
８
％
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
な
ぜ
か
。

ま
た
、
今
後
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く
の
か
。

【
答
】
災
害
医
療
機
関
や
避
難
所
な
ど
の
機
能
を
確
保
し
、

地
震
災
害
時
の
被
害
範
囲
を
小
さ
く
す
る
こ
と
を
基

本
に
、
優
先
順
位
を
定
め
た
結
果
で
あ
る
。
平
成
22

年
か
ら
の
25
カ
年
の
計
画
で
は
、
耐
震
管
率
６
％
を

46
年
度
に
は
１
０
０
％
に
す
る
目
標
を
掲
げ
て
お
り
、

耐
震
管
の
整
備
を
順
次
進
め
て
い
る
。

今
後
の
牛
滝
温
泉
や
す
ら
ぎ
荘
の
運
営
に
つ
い
て

災
害
時
の
対
応
に
つ
い
て

大
阪
万
博
決
定
に
よ
る
本
市
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

「
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
ま
ち
　
岸
和
田
」
を
！

台
風
の
被
害
状
況
と
今
後
の
課
題
に
つ
い
て

( 大阪維新の会）
前田　将臣

(刷新クラブ）
金子　拓矢宇野　真悟

(岸和田創生）
河合　馨

(日本共産党）
澤田　和代

市政に関する　一　般　質　問

( 大阪維新の会）

そ
の
他
の
質
問 

○
公
共
施
設
の
管
理
・
運
営

　
　
　
　
　
　

 

○
古
紙
等
の
資
源
ご
み
の
行
政
回
収

２
月

22
日(

金)

10
時

本
会
議

26
日(

火)

10
時

文
教
民
生
常
任
委
員
会

27
日(

水)

10
時

事
業
常
任
委
員
会

28
日(

木)

13
時

総
務
常
任
委
員
会

３
月

１
日(

金)

10
時

庁
舎
建
替
特
別
委
員
会

４
日(

月)

10
時

本
会
議

７
日(

木)

10
時

８
日(

金)

10
時

11
日(

月)

10
時

予
算
特
別
委
員
会

12
日(

火)

10
時

13
日(

水)

13
時

14
日(

木)

10
時

15
日(

金)

10
時

18
日(

月)

13
時

19
日(

火)

10
時

22
日(

金)

10
時

本
会
議

３月定例会の開催日程

　

高
齢
者
や
障
害
の
あ
る
人
が
今
後
も
利
用
し
た
い
と
思
え

る
図
書
館
と
す
る
た
め
、
例
え
ば
月
替
わ
り
で
、
介
護
、
特

殊
詐
欺
、
疾
病
、
年
金
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
が
関
心
の
あ
る
テ

ー
マ
で
図
書
を
集
め
た
特
集
コ
ー
ナ
ー
を
１
階
に
設
置
し
て

は
ど
う
か
。
一
人
ひ
と
り
の
利
用
者
に
声
を
掛
け
、
寄
り
添

っ
た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
、
居
心
地
の
良
い
図
書
館
を
目

指
す
よ
う
要
望
す
る
。

　

教
科
書
や
そ
の
他
教
材
な
ど
の
う
ち
、
何
を
学
校
に
置
き
、

何
を
持
ち
帰
る
こ
と
と
す
る
か
に
つ
い
て
、
児
童
・

生
徒
の
負
担
軽
減
の
観
点
か
ら
、
各
学
校
長
に
は

「
必
要
で
な
い
物
は
持
っ
て
帰
ら
ん
で
い
い
よ
」
と

今
一
度
、
児
童
・
生
徒
に
声
を
掛
け
る
な
ど
、
意
識

し
て
の
対
応
を
要
望
す
る
。

　

昨
年
８
月
に
発
表
さ
れ
た
行
財
政
再
建
プ
ラ
ン
の
中
間
報

告
は
、
今
ま
で
市
民
に
と
っ
て
重
要
で
あ
っ
た
施
策
を
、
一

方
的
に
縮
小
・
廃
止
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
本
市

の
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
も
示
さ
れ
て
お
ら
ず
、
多
く
の
市

民
や
当
事
者
団
体
か
ら
疑
問
の
声
が
上
が
っ
て
い
る
。
自
治

基
本
条
例
に
基
づ
き
、
市
民
と
と
も
に
ま
ち
づ
く
り
や
財
政

再
建
に
取
り
組
み
、
プ
ラ
ン
を
再
検
証
す
べ
き
で
あ
る
。

　

医
療
的
ケ
ア
の
必
要
な
障
害
児
者
の
施
策
に
つ
い
て
、
重

症
心
身
障
害
者
等
医
療
的
ケ
ア
支
援
事
業
の
果
た
す

べ
き
役
割
が
一
層
重
要
に
な
る
一
方
で
、
看
護
師
な

ど
の
人
員
の
確
保
が
困
難
と
な
っ
て
い
る
。
国
に
対

し
、
報
酬
単
価
の
引
き
上
げ
を
求
め
る
こ
と
と
同
時

に
、
市
も
支
援
事
業
の
拡
充
を
す
べ
き
で
あ
る
。

①
２
０
２
５
年
大
阪
万
博
の
関
連
イ
ベ
ン
ト
を
行
う
サ
テ
ラ

イ
ト
会
場
に
「
ち
き
り
ア
イ
ラ
ン
ド
」
を
候
補
地
と
し
て
名

乗
り
を
上
げ
る
こ
と
を
要
望
す
る
。

②
観
光
・
滞
在
人
口
を
増
加
さ
せ
る
た

め
、
駅
周
辺
に
都
市
型
ホ
テ
ル
や
企
業

の
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
を
誘
致
し
、

ま
た
、
空
き
家
・
店
舗
を
滞
在
型
観
光

ホ
テ
ル
に
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
す
べ
き
。

③
質
の
高
い
幼
児
・
学
校
教
育

が
岸
和
田
を
変
え
る
。
学
力
テ

ス
ト
結
果
は
低
迷
し
て
お
り
、

小
学
３
年
ま
で
は
テ
ィ
ー
ム
・

テ
ィ
ー
チ
ン
グ
に
よ
る
授
業
を
。

質
の
高
い
教
育
が
「
き
し
わ
だ
を
変
え
る
」

図
書
館
の
利
用
、
児
童
・
生
徒
の
携
行
品
に
係
る
配
慮
に
つ
い
て

行
財
政
再
建
プ
ラ
ン
と
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

( 新生クラブ）
井舎　英生

(公明党）
岩﨑　雅秋

(日本共産党）
岸田　厚

そ
の
他
の
質
問 

○
岸
和
田
城
と
そ
の
周
辺

　
　
　
　
　
　

 

○
市
民
生
活
上
の
環
境
問
題

○３月定例会における一般質問・総括質問の様子を
　テレビ岸和田、ラヂオきしわだで放送します。詳
　細は、各放送局のウェブサイトをご確認ください。

※日程は変更される場合があります。
※傍聴される方は、当日、３階議会受付までお越
　しください。


